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◇市報は⚕日・⚒⚐日（⚑月と⚑⚐月は⚑日・⚒⚐日）、市議会だよりは⚑・⚔・⚗・⚑⚐月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。
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胸
第
４
回
家
庭
ク
ỽ
キ
ン
グ
講

座　

地
元
農
産
物
を
利
用
し
た

飲
茶
を
楽
し
む
ớ
中
華
料
理
Ờ

　

４
月　

日
ớ
日
Ờ
午
後
１
時

⚒⚕

　

分
Ỗ
４
時　

分
Ố
中
央
公
民

⚓⚐

⚓⚐

館
Ố
５
百
円
Ố
講
師
ộ
安
部
喜

美
子
氏ớ
調
理
師
ỜỐ
主
催
ộ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ふ
れ
あ
い
ア
カ
デ
ミ
ồ
Ố

協
賛
ộ
小
平
異
業
種
交
流
会
Ố

緯
佐
々
木　

ớ
３
２
３
Ờ
０
１

⚐⚔⚒

４
８

胸
第　

回
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
国

⚑⚑

際
交
流
春
の
市
民
ふ
れ
あ
い
フ

リ
ồ
マ
ồ
ケ
ỽ
ト　

５
月　

日
⚑⚖

ớ
日
Ờ午
前　

時
Ỗ
午
後
３
時
ỏ

⚑⚐

雨
天
中
止
Ố
一
橋
学
園
南
口
花

の
ロ
ồ
タ
リ
ồ
ớ
一
橋
大
学
通

り
ỜỐ
出
店
者
募
集
ộ
フ
リ
ồ

マ
ồ
ケ
ỽ
ト
百　

組
ớ
ア
マ
チ

⚒⚐

ỿ
ア
２
人
以
上
の
グ
ル
ồ
プ
Ờỏ

出
店
費ớ
一
区
画
Ờ１
千
円
Ố
申

込
み
ộ
４
月　

日
ớ
土
Ờ
ま
で

⚒⚔

ớ
必
着
Ờ
に
ỏ
は
が
き
に
代
表

者
の
住
所
ỏ
氏
名
ớ
ふ
り
が

な
Ờỏ
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
ỏ
一
橋
学
園
南
口
商
店
会
フ

リ
ồ
マ
ồ
ケ
ỽ
ト
実
行
委
員
会

ớ
〒　

們
０
０
４
５　

学
園
西

⚑⚘⚗

町
１
們　

們
２　

西
東
京
調
理

⚒⚕

師
専
門
学
校
内
Ờ
へ
ớ
先
着
順
Ờ

緯　

ớ
３
４
４
Ờ
１
５
２
１

⚐⚔⚒
胸
か
ỳ
ぽ
れ
踊
り
無
料
体
験　

４
月
９
日
Ỗ　

日
の
金
曜
日
午

⚒⚓

後
１
時　

分
Ỗ
４
時
Ố
大
沼
公

⚓⚐

民
館
Ố
緯
重
戸
０
４
２
ớ
４
６

５
Ờ
２
５
６
２

胸
フ
ラ
サ
ồ
ク
ル　

グ
リ
ồ
ン

ロ
ồ
ズ
一
日
無
料
体
験　

４
月

　

日
ớ
木
Ờ
午
前　

時
Ỗ　

時

⚑⚕

⚑⚐

⚑⚑

　

分
Ố
ル
ネ
こ
だ
い
ら
Ố
緯
菅

⚓⚐生
０
８
０
ớ
５
６
４
３
Ờ
５
７

６
６

胸
レ
ỽ
ツ
た
い
そ
う
ク
ラ
ブ
体

験
講
習
会　

４
月　

日
・　

日

⚑⚕

⚒⚒

の
木
曜
日
午
後
６
時
Ỗ
７
時　
⚓⚐

分
Ố
小
平
九
小
体
育
館
Ố
保
険

代
６
百
円
Ố
幼
児
ỏ
小
・
中
学

生
Ố
体
づ
く
り
運
動
ỏ
器
械
運

動
ỏ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
Ố
運
動
が

苦
手
な
子
も
楽
し
く
で
き
る
内

容
Ố
緯
阿
部　

ớ
３
０
４
Ờ
０

⚐⚔⚒

０
０
７

 
★
中
高
年
体
操
の
会　

火
曜
日

午
前　

時
Ỗ　

時　

分
Ố
市
民

⚑⚐

⚑⚑

⚓⚐

総
合
体
育
館
Ố
月
会
費
２
千

円
Ố
転
倒
防
止
な
ど
の
た
め
の

軽
い
筋
ト
レ
ỏ
ス
ト
レ
ỽ
チ
ほ

か
Ố
緯
久
家　

ớ
３
４
３
Ờ
４

⚐⚔⚒

３
７
３
ớ
午
後
６
時
Ỗ
９
時
Ờ

★
リ
ト
ミ
ỽ
ク　

ド
レ
ミ
の
会

　

月
２
回
月
曜
日
午
前
９
時　
⚓⚐

分
か
ら
ớ
１
・
２
歳
Ờỏ　

時　
⚑⚐

⚓⚐

分
か
ら
ớ
２
・
３
歳
ỜỐ
ル
ネ
こ

だ
い
ら
Ố
入
会
金
２
千
円
ỏ
月

会
費
２
千
５
百
円
Ố
緯
下
田
０

９
０
ớ
７
７
２
３
Ờ
８
８
０
３

★
デ
ỽ
サ
ン
と
水
彩　

は
ぎ
の

会　

第
２
・
４
金
曜
日
午
後
１

時
Ỗ
５
時
Ố
花
小
金
井
南
公
民

館
Ố
月
会
費
２
千
円
ớ
材
料
費

別
ỜỐ
緯
岩
岡
０
４
２
ớ
４
６

１
Ờ
２
９
８
９

★
カ
ラ
オ
ケ　

桜
花
会　

第

１
・
３
日
曜
日
午
後
１
時
Ỗ
４

時
Ố
鈴
木
地
域
セ
ン
タ
ồ
Ố
月

会
費
１
千
円
Ố
緯
中
嶋　

ớ
３

⚐⚔⚒

２
３
Ờ
２
４
２
８

★
カ
ラ
オ
ケ　

な
で
し
こ
会　

第
１
・
３
金
曜
日
午
後
７
時
Ỗ

９
時
Ố
津
田
公
民
館
Ố
月
会
費

２
千
円
Ố
緯
西
尾
０
４
２
ớ
４

６
１
Ờ
８
１
５
８

★
ヨ
ồ
ガ　

ラ
フ
Ỹ
エ
ラ
の
会

　

第
１
・
３
金
曜
日
ỏ
第
２
土

曜
日
午
後
１
時
Ỗ
５
時
Ố
鈴
木

公
民
館
Ố
月
会
費
２
千
円
Ố
緯

野
瀬
０
４
２
ớ
４
５
１
Ờ
０
０

２
８

★
仲
町
カ
メ
ラ
同
好
会　

第
３

水
曜
日
午
後
１
時
Ỗ
５
時
Ố
仲

町
公
民
館
Ố
月
会
費
１
千
円
ỏ

教
材
費
５
百
円
Ố
隔
月
で
講

義
ỏ
撮
影
Ố
緯
石
原　

ớ
３
４

⚐⚔⚒

２
Ờ
０
９
５
１

★
ペ
ン
ỏ
実
用
毛
筆　

ペ
ン
サ

ồ
ク
ル
Ｂ　

第
１
・
３
火
曜
日

午
前
９
時　

分
Ỗ
正
午
Ố
中
央

⚓⚐

公
民
館
Ố
月
会
費
２
千
円
ớ
教

材
費
別
ỜỐ
緯
前
田　

ớ
３
４

⚐⚔⚒

１
Ờ
０
８
４
０

★
実
用
毛
筆
ỏ
ペ
ン
習
字
ỏ
書

道　

習
字
サ
ồ
ク
ル　

第
２
・

４
火
曜
日
午
前　

時
Ỗ
正
午
Ố

⚑⚐

学
園
東
町
地
域
セ
ン
タ
ồ
Ố
月

会
費
２
千
円ớ
教
材
費
別
ỜỐ
緯

森　

ớ
３
４
５
Ờ
５
９
２
３

⚐⚔⚒
★
カ
ラ
オ
ケ　

若
草
会　

第

１
・
３
土
曜
日
午
後
７
時
Ỗ
９

時　

分
Ố
中
央
公
民
館
Ố
月
会

⚓⚐
費
２
千
円
Ố
緯
小
関　

ớ
３
４

⚐⚔⚒

４
Ờ
６
９
１
９

★
生
け
花　

は
な
み
ず
き
会　

第
２
・
４
水
曜
日
午
後
１
時
Ỗ

４
時　

分
Ố
鈴
木
地
域
セ
ン
タ

⚓⚐

ồ
Ố
入
会
金
２
千
円
ỏ
月
会
費

１
千
５
百
円ớ
材
料
費
別
ỜỐ
緯

佐
々
木
０
４
２
ớ
４
６
１
Ờ
７

０
８
６

★
俳
句
会
初
音　

第
３
木
曜
日

午
後
１
時
Ỗ
５
時
Ố
花
小
金
井

南
公
民
館
Ố
月
会
費
１
千
円
Ố

緯
清
水
０
４
２
ớ
４
６
６
Ờ
０

６
７
９
ớ
午
後
６
時
Ỗ
９
時
Ờ

★
実
用
書
道　

若
竹
会　

第

１
・
３
土
曜
日
午
前　

時
Ỗ
正

⚑⚐

午
Ố
大
沼
公
民
館
Ố
月
会
費
２

千
円
Ố
緯
星
０
４
２ớ
４
６
１
Ờ

５
０
３
９

★ 

英
会
話　

第
１
・
２
・
４

土
曜
日
午
前
９
時　

分
Ỗ　

時

⚓⚐

⚑⚑

　

分
Ố
中
央
公
民
館
ほ
か
Ố
月

⚓⚐会
費
２
千
円ớ
教
材
費
別
ỜỐ
外

国
人
講
師
Ố
緯
本
間　

ớ
３
４

⚐⚔⚒

３
Ờ
８
１
９
７
ớ
夜
間
Ờ

’ ⚙⚒

胸
ケ
ア
音
楽
実
践
ド
ル
ツ
ỻ
の

会
東
京
都
社
協
感
謝
状
受
賞
記

念
の
集
い　

４
月　

日
ớ
土
Ờ

⚑⚐

午
後
２
時
Ỗ
４
時　

分
Ố
中
央

⚓⚐

公
民
館
ホ
ồ
ル
Ố
無
料
Ố
式

典
ỏ
に
こ
に
こ
コ
ン
サ
ồ
ト
ỏ

音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
活
動
の
紹

介
Ố
緯
今
井　

ớ
３
４
１
Ờ
４

⚐⚔⚒

８
０
６

胸
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ワ
イ
ア
ン
コ

ン
サ
ồ
ト　

４
月　

日
ớ
土
Ờ

⚑⚗

午
後
２
時
Ỗ
４
時　

分
Ố
ル
ネ

⚑⚐

こ
だ
い
ら
レ
セ
プ
シ
ἀ
ン
ホ
ồ

ル
Ố
無
料
Ố
出
演
ộ
ハ
ワ
イ
ア

ン
パ
ル
ỏ
フ
ラ
・
レ
イ
・
モ
キ

ハ
ナ
Ố
緯
佐
野　

ớ
３
４
２
Ờ

⚐⚔⚒

０
３
９
１

胸
第　

回
三
多
摩
自
治
体
学
校

⚒⚗

ｉ
ｎ
こ
だ
い
ら　

４
月　

日
⚒⚔

ớ
土
Ờ午
後
０
時　

分
Ỗ
５
時
・

⚒⚐

　

日
ớ
日
Ờ
午
前
９
時　

分
Ỗ

⚒⚕

⚓⚐

午
後
４
時　

分
Ố
福
祉
会
館
ỏ

⚓⚐

中
央
公
民
館
Ố
１
日
券
１
千

円
ỏ
２
日
券
１
千
５
百
円
Ố
記

念
講
演
と
分
科
会
ớ
会
場
２
か

所
ỜỐ
後
援
ộ
小
平
市
Ố
緯
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
多
摩
住
民
自
治
研
究

所
０
４
２
ớ
５
８
６
Ờ
７
６
５

１
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市
民
活
動
支
援
公
募
事
業

事業資金の融資あっせん制度（概要）
不況対策特別資金小口事業資金、小口零細企業資金

対 象

運転資金、設備資金、運転・設備併用資金
（既存の融資の借り換えは対象外）

運転資金、設備資金、創業資金、緊急
運転資金資 金 使 途

⚓⚐⚐万円運転資金⚗⚐⚐万円、設備資金・創業資金
⚑，⚐⚐⚐万円、緊急運転資金⚓⚐⚐万円融 資 限 度 額

⚓年以内（据置期間⚖か月以内）
運転資金⚕年以内、設備資金・創業資金
⚗年以内、緊急運転資金⚓年以内（いず
れも据置期間⚖か月以内）

融 資 期 間

⚐％（利子の全額を市が負担）全部保証利率⚐．⚘⚓％、責任共有利率
⚐．⚙⚓％年 利

元金均等月賦償還または一括償還（⚖か月以内）返 済 方 法
東京信用保証協会の信用保証が必要信 用 保 証

信用保証料の⚑／⚒を市が補助信用保証料の金額に応じて市が補助信用保証料補助

●経済産業省の定める中小企業信用保険法第２条第４項（セーフティ
ネット保証）第５号の（イ）、（ハ）もしくは（ホ）の認定に該当する（不況
対策特別資金融資のみの要件）

法人の場合
居住要件…代表者が都内の同一
市区町村に⚑年以上継続して居
住
営業年数…法人が市内で⚑年以
上営業
従業員数…商業・サービス業は
常勤者⚑⚐人以下（小口零細企業
資金は⚕人以下）。その他の業
種は⚒⚐人以下
納税義務…法人市民税が課税さ
れていること
代表者に市民税が課税されてい
ること
法人、代表者ともに納期の経過
した当該年度以前の市税を完納
していること
保証人…代表者のみ

個人の場合
居住要件…市内に１年以上継続
して居住

営業年数…市内または隣接市で
継続して１年以上営業
従業員数…商業・サービス業は
常勤者１０人以下（小口零細企業
資金は５人以下）。その他の業
種は２０人以下
納税義務…市民税が課税されて
いること
納期の経過した当該年度以前の
市税を完納していること

保証人…原則不要

（ハ）の場合…最近⚓か
月間（算出困難な場合
は直近決算期）の平均
売上総利益率または平
均営業利益率の減少率
が前年同期比⚓％以上
の中小企業者

市
民
活
動
の

　
　

自
主
企
画
事
業
を
募
集

　

市
で
は
ỏ
市
内
で
活
躍
す
る

市
民
活
動
団
体
の
事
業
を
支
援

し
ỏ
団
体
が
自
主
的
に
企
画
す

る
公
益
的
な
事
業
の
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
Ố

応
募
資
格　

非
営
利
で
ỏ
自

主
・
自
立
し
た
運
営
を
１
年
以

上
継
続
的
に
行
う
団
体
で
ỏ
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

▽
市
内
に
主
な
事
務
所
や
活
動

拠
点
が
あ
り
ỏ
市
内
が
主
な
活

動
範
囲
で
あ
る

▽
定
款
や
規
則
ỏ
会
則
な
ど
を

持
ち
ỏ
会
計
処
理
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る

▽
会
員
が　

人
以
上
で
構
成
さ

⚑⚐

れ
て
い
る

▽
宗
教
活
動
ỏ
政
治
活
動
を
主

な
目
的
に
し
て
い
な
い

※
詳
し
く
は
ỏ
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
Ố

補
助
金
額　

事
業
に
か
か
る
費

用
の
２
分
の
１
ớ　

万
円
を
限

⚓⚐

度
Ờ

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布　

４
月
７
日
ớ
水
Ờ
か
ら
５
月
６

日
ớ
木
Ờ
ま
で
ỏ
問
合
せ
先
お

よ
び
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ồ
で
配
布

申
込
み　

４
月
７
日
ớ
水
Ờ
か

ら
５
月
６
日
ớ
木
Ờ
ま
で
ớ
土

曜
・
日
曜
日
ỏ
祝
日
を
除
く
ỏ

午
前
８
時　

分
Ỗ
午
後
５
時
Ờ

⚓⚐

に
ỏ
問
合
せ
先
へ
持
参

※
選
考
審
査
会
で
の
書
類
審
査

と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
Ố

怯
説
明
会

と　

き　

４
月　

日
ớ
水
Ờ　

⚑⚔

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　

小
平
元
気
村
お
が
わ

東
第
２
会
議
室

問
合
せ　

市
民
生
活
部
市
民
協

働
担
当
ớ
地
域
文
化
課
内
Ờ
緯

　

ớ
３
４
６
Ờ
９
８
０
９

⚐⚔⚒
 　

投
票
立
会
人
と
は
ỏ
選
挙
の

際
に
投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ

れ
る
よ
う
ỏ
投
票
所
で
立
ち
会

う
人
の
こ
と
で
す
Ố
政
治
や
選

　

歳

代

の

⚒⚐選

挙

時

の

投
票
立
会
人
を
募
集

挙
に
目
を
向
け
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
す
の
で
ỏ
ぜ
ひ
ỏ
応
募

し
て
く
だ
さ
い
Ố

　

詳
し
く
は
ỏ
小
平
市
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
ỏ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

問
合
せ　

小
平
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
緯　

ớ
３
４
６
Ờ

⚐⚔⚒

９
５
７
６

 　

市
で
は
ỏ
住
宅
用
新
エ
ネ
ル

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ

機
器
設
置
モ
ニ
タ
ồ
を

募

集

ギ
ồ
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ồ
機
器
を

設
置
す
る
方
に
ỏ
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
ớ
左
表
ỜỐ

　

助
成
を
受
け
る
方
に
は
ỏ
市

民
モ
ニ
タ
ồ
と
し
て
ỏ
機
器
使

用
の
効
果
な
ど
を
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
Ố

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
在

住
予
定
で
ỏ
自
宅
に
新
し
い
機

器
を
購
入
・
使
用
す
る
方

申
込
み
開
始
日　

▽
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
機
器
ộ
４
月　

日
⚑⚒

ớ
月
Ờ　

午
前
８
時　

分
⚓⚐

▽
そ
の
他
の
機
器
ộ
４
月　

日
⚑⚒

ớ
月
Ờ　

午
後
１
時

申
込
み　

申
請
書
類
を
環
境
保

全
課
ớ
市
役
所
４
階
Ờ
へ
持
参

ớ
電
話
・
送
付
不
可
Ờ

※
初
日
の
受
付
開
始　

分
後
に

⚓⚐

一
度
締
め
切
り
ỏ
予
定
台
数
を

超
え
て
い
る
場
合
は
抽
選
Ố
以

降
は
ỏ
台
数
が
あ
る
も
の
に
限

り
先
着
順
Ố

※
詳
し
く
は
ỏ
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
Ố

※
募
集
要
領
は
ỏ
環
境
保
全

課
ỏ
東
部
・
西
部
出
張
所
ỏ
動

く
市
役
所
に
あ
り
ま
す
Ố
ま

た
ỏ
小
平
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
Ố

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　
⚐⚔⚒

ớ
３
４
６
Ờ
９
８
１
８

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年国民年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

 　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保

⚒⚒

険
料
は
ỏ
４
百　

円
引
き
上
げ

⚔⚐

ら
れ
ỏ
月
額
１
万
５
千
百
円
に

な
り
ま
し
た
Ố

　

平
成　

年
度
の
年
金
額
は
改

⚒⚒

定
が
行
わ
れ
な
か
ỳ
た
た
め
前

年
度
と
同
じ
額
で
す
Ố

▽
老
齢
基
礎
年
金
ớ
年
額
Ờ
ộ

　

万
２
千
百
円

⚗⚙▽
障
害
基
礎
年
金
ớ
年
額
Ờ
ộ

１
級　

万
百
円
ỏ
２
級　

万
２

⚙⚙

⚗⚙

千
百
円

▽
遺
族
基
礎
年
金
ớ
年
額
Ờ
ộ

　

万
２
千
百
円

⚗⚙▽
遺
族
基
礎
年
金
の
子
の
加
算

額
ớ
年
額
Ờ
ộ
第
１
子
お
よ
び

第
２
子　

万
７
千
９
百
円
ỏ
第

⚒⚒

３
子
以
降
７
万
５
千
９
百
円

問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所

緯
０
４
２
２
ớ　

Ờ
１
４
１
１

⚕⚖

平
成　

年
度
の

⚒⚒

国
民
年
金
保
険
料
ỏ

年
金
額
を
決
定

-

/

.

0

111111

111111

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

割引制度による割引額
早　割⚑年前納半年前納納付方法

⚓，⚒⚒⚐円⚗⚔⚐円納付書による前
納

月額
⚕⚐円⚓，⚘⚐⚐円⚑，⚐⚓⚐円口座振替による

前納

 　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
ỏ
次

の
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
Ố

怯
納
付
書
に
よ
る
前
納

　

任
意
の
月
ớ
納
期
限
を
過
ぎ

た
分
を
除
く
Ờ
分
か
ら
年
度
末

ま
で
の
前
納
が
で
き
ま
す
Ố

怯
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

　

希
望
者
は
ỏ
国
民
年
金
口
座

振
替
納
付
ớ
変
更
Ờ
申
出
書
を
ỏ

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
ま

た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
へ

持
参
ま
た
は
送
付
し
て
く
だ
さ

い
ớ
申
請
時
期
に
よ
り
ỏ
開
始

時
期
が
異
な
り
ま
す
ỜỐ

怯
早
割
ớ
口
座
振
替
Ờ

　

月
々
の
保
険
料
を
ỏ
対
象
月

保
険
料
の
割
引
制
度

-

/

.

0

111

111

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

の
月
末
の
引
き
落
と
し
に
よ
り

納
付
し
ま
す
Ố

※
詳
し
く
は
ỏ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
Ố

問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所

ớ
〒　

們
８
６
２
１　

武
蔵
野

⚑⚘⚐

市
吉
祥
寺
北
町
４
們　

們　

Ờ

⚑⚒

⚑⚘

緯
０
４
２
２
ớ　

Ờ
１
４
１
１

⚕⚖

 　

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
ỏ　

歳
に
な
ỳ
た
と
き
か
ら

⚒⚐

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

り
ỏ
学
生
で
も
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
Ố

　

学
生
で
ỏ
本
人
の
前
年
の
収

入
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
ỏ
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申

請
に
よ
り
ỏ
在
学
中
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
Ố

　

申
請
を
行
わ
ず
ỏ
保
険
料
を

未
納
に
し
て
い
る
と
ỏ
病
気
や

不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
が

い
が
残
ỳ
て
し
ま
ỳ
た
場
合
ỏ

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
Ố

申
請
窓
口　

保
険
年
金
課
ớ
市

役
所
１
階
Ờ

※
申
請
方
法
な
ど
ỏ
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

学
生
納
付
特
例
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

-

/

.

0

11111

11111

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　
⚐⚔⚒

ớ
３
４
６
Ờ
９
５
３
１
ỏ
武
蔵

野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２
２

ớ　

Ờ
１
４
１
１

⚕⚖

 　

日
本
年
金
機
構
で
は
ỏủ
ね

ん
き
ん
定
期
便
Ứ
な
ど
の
各
種

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
ỏ
住
所
な
ど
に
変
更
が
あ
ỳ

た
方
で
ỏ
届
け
出
が
お
済
み
で

な
い
場
合
は
ỏ
通
知
が
届
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
Ố
変
更
が

あ
ỳ
た
場
合
は
ỏ
速
や
か
に
変

更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
Ố

届
け
出
窓
口　

▽
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
ộ
保
険
年
金
課

▽
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入

者
お
よ
び
そ
の
被
扶
養
配
偶
者

ộ
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入

者
の
勤
務
先

▽
年
金
受
給
者
ỏ　

歳
以
上
で

⚖⚐

年
金
を
受
け
取
ỳ
て
い
な
い
方

ớ
裁
定
請
求
済
み
で
現
在
停
止

に
な
ỳ
て
い
る
方
を
含
む
Ờ
ộ

武
蔵
野
年
金
事
務
所

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　
⚐⚔⚒

ớ
３
４
６
Ờ
９
５
３
１
ỏ
武
蔵

野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２
２

ớ　

Ờ
１
４
１
１

⚕⚖ 住
所
変
更
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

-

/

.

0

11111

11111

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
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q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

　

平
成　

年
４
月
か
ら
ỏ
児
童

⚒⚒

手
当
制
度
に
代
わ
り
ỏ
子
ど
も

手
当
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
Ố

申
請
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に

は
ỏ
４
月
中
に
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
Ố
４
月
末
ま
で
に
申
請

書
が
届
か
な
い
方
は
ỏ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

※
小
平
市
で
平
成　

年
３
月
ま

⚒⚒

で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

た
方
は
ỏ
申
請
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
Ố

対　

象　

０
歳
Ỗ　

歳
ớ
中
学

⚑⚕

校
修
了
前
ま
で
Ờ
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者
の
う

ち
ỏ
収
入
の
多
い
方　

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

※
公
務
員
は
ỏ
職
場
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
ớ
独
立
行
政

法
人
を
除
く
ỜỐ

手
当
額　

１
万
３
千
円
ớ
１
人

当
た
り
の
月
額
Ờ

振
込
月　

６
月
ỏ　

月
ỏ
２
月

⚑⚐

※
必
要
書
類
な
ど
ỏ
詳
し
く
は

送
付
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
Ố

問
合
せ　

児
童
課
緯　

ớ
３
４

⚐⚔⚒

６
Ờ
９
５
４
４

 　

市
で
は
ỏ
事
務
事
業
の
見
直

し
の
た
め
ỏ
担
当
課
に
よ
る
第

一
次
検
討
結
果
お
よ
び
こ
れ
に

対
し
て
提
出
さ
れ
た
市
民
意
見

を
踏
ま
え
ỏ
平
成　

年　

月
５

⚒⚑

⚑⚑

日
か
ら　

日
に
か
け
て
５
回
ỏ

⚑⚙

有
識
者
と
公
募
委
員
に
よ
る

ủ
小
平
市
事
業
仕
分
け
委
員

会
Ứ
で
第
二
次
検
討
を
行
い
ま

し
た
Ố
結
果
は
ỏ
右
下
表
の
と

お
り
で
す
Ố

　

な
お
ỏ
委
員
会
の
提
言
を
受

け
た
事
業
の
見
直
し
や
平
成　
⚒⚒

年
度
予
算
へ
の
反
映
な
ど
の
市

の
対
応
状
況
は
ỏ
市
政
資
料
コ

ồ
ナ
ồ
ớ
市
役
所
１
階
Ờ
ま
た

平
成　

年
度
の

⚒⚑

事
業
仕
分
け
の

実

施

結

果

事業仕分け第二次検討結果（概要）
件数仕分け区分

⚑国・都・他の自治体と共同

⚑⚒市（現状のまま）

⚑拡充

⚑⚘やり方の見直し

⚓⚒合　計

は
小
平
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
Ố

問
合
せ　

行
政
経
営
課
緯　
⚐⚔⚒

ớ
３
４
６
Ờ
９
７
５
６

からすの
被害を

防ぐために

怯
か
ら
す
か
ら
身
を
守
る

　

か
ら
す
は
４
月
か
ら
７
月
末

ご
ろ
に
子
育
て
の
時
期
に
入
り

ま
す
Ố
こ
の
時
期
は
ỏ
卵
や
ひ

な
を
守
る
た
め
に
大
き
な
声
で

鳴
い
た
り
ỏ
枝
や
電
線
を
つ
つ

い
た
り
ỏ
低
空
で
人
の
近
く
を

飛
ん
で
威
嚇
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
Ố

　

か
ら
す
か
ら
威
嚇
を
受
け
た

場
合
は
ỏ
帽
子
を
か
ぶ
る
か
ỏ

傘
を
差
す
よ
う
に
し
ま
し
Ỷ

う
Ố

　

威
嚇
な
ど
は
子
育
て
期
間
に

限
ỳ
た
も
の
で
す
Ố
生
活
に
影

響
が
な
い
場
合
は
ỏ
巣
立
ち
ま

で
見
守
ỳ
て
あ
げ
ま
し
Ỷ
う
Ố

　

人
通
り
の
多
い
場
所
に
巣
が

で
き
て
し
ま
ỳ
た
場
合
は
ỏ
市

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　
⚐⚔⚒

ớ
３
４
６
Ờ
９
５
３
６

怯
ご
み
出
し
の
ポ
イ
ン
ト

　
ủ
か
ら
す
に
ご
み
を
散
ら
か

さ
れ
て
し
ま
う
Ứ
と
い
う
連
絡

を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
Ố
ご
み

が
散
乱
す
る
と
美
観
が
損
な
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
ỏ
収
集
に
支

障
を
来
し
ỏ
収
集
時
間
が
大
幅

に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
Ố
被
害

を
防
ぐ
た
め
に
ỏ
ご
み
の
出
し

方
に
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

▽
餌
と
な
る
も
の
を
出
さ
な
い

　

食
べ
残
し
や
賞
味
期
限
が
切

れ
て
し
ま
ỳ
た
食
べ
物
も
ỏ
か

ら
す
に
は
ご
ち
そ
う
で
す
Ố
ま

た
ỏ
菓
子
の
か
す
や
プ
ラ
ス
チ

ỽ
ク
容
器
に
つ
い
た
弁
当
の
残

り
な
ど
も
狙
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

買
い
物
は
ỏ
計
画
的
に
必
要

な
も
の
を
購
入
し
ỏ
賞
味
期
限

;
;

;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;

小
規
模
事
業
者
の
た
め

小
規
模
事
業
者
の
た
め
のの

事
業
資
金
の
融
資
あ
ỳ
せ
ん

事
業
資
金
の
融
資
あ
ỳ
せ
ん
制制
度度

　

市
で
は
ỏ
小
規
模
な
事
業
を

営
む
経
営
者
の
皆
さ
ん
や
こ
れ

か
ら
市
内
で
創
業
を
目
指
し
て

い
る
方
を
支
援
し
ỏ
産
業
を
振

興
す
る
た
め
ỏ
市
と
契
約
し
た

金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資
金
の

融
資
を
あ
ỳ
せ
ん
し
ỏ
利
子
や

信
用
保
証
料
の
補
助
を
行
ỳ
て

い
ま
す
Ố

　

ま
た
ỏ
不
況
対
策
特
別
資
金

融
資
あ
ỳ
せ
ん
制
度ớ
無
利
子
Ờ

の
対
象
条
件
を
拡
大
し
ỏ
よ
り

多
く
の
事
業
者
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
Ố

期
間
も
１
年
間
延
長
し
ỏ
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
申
込
み
で

⚒⚓

⚓⚑

き
ま
す
Ố

※
詳
し
く
は
ỏ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
Ố

問
合
せ　

産
業
振
興
課
緯　
⚐⚔⚒

ớ
３
４
６
Ờ
９
５
３
４

s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

 　

専
門
の
経
営
指
導
員
が
皆
さ

ん
の
店
や
会
社
の
経
営
の
悩
み

に
つ
い
て
ỏ
商
工
会
の
窓
口
や

実
際
に
お
伺
い
し
て
相
談
や
指

導
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

ま
た
ỏ
公
的
手
続
き
の
手
伝

い
や
講
習
会
・
講
演
会
の
開
催
ỏ

中
小
企
業
の
福
利
厚
生
の
向
上

を
支
援
し
て
い
ま
す
Ố

問
合
せ　

小
平
商
工
会
緯　
⚐⚔⚒

ớ
３
４
４
Ờ
２
３
１
１

小
平
商
工
会
の
経
営
相
談

市
内
で
事
業
を
行
う

商
工
業
者
を
応
援

 　

い
ず
れ
も
ỏ
予
約
制
で
す
Ố

怯
自
信
が
持
て
る
応
募
書
類
ア

ン
ド
面
接
対
策
講
座

と　

き　

４
月　

日
ớ
火
Ờ
・

⚒⚗

　

日
ớ
水
Ờ　

午
後
１
時　

分

⚒⚘

⚓⚐

Ỗ
４
時　

分
ớ
１
日
だ
け
の
参

⚓⚐

加
も
可
Ờ

対　

象　
　

歳
以
下
の
方

⚓⚔

定　

員　
　

人
⚓⚐

内　

容　

自
己
分
析
を
通
し
た

仕
事
探
し
や
応
募
書
類
の
作
成

就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ồ

し
ご
と
セ
ン
タ
ồ
多
摩

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

の
コ
ツ
ỏ
コ
ミ
ỿ
ニ
ケ
ồ
シ
ἀ

ン
や
マ
ナ
ồ
の
向
上
・
面
接
の

コ
ツ
ほ
か

怯
多
摩
版
就
コ
ム

　

就
職
の
た
め
の
専
門
の
学
校

で
す
Ố
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ồ
の
下
ỏ
就
職
活
動
の
た
め
の

ス
キ
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ồ
を

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
Ố

と　

き　

５
月　

日
Ỗ
６
月　

⚑⚑

⚑⚗

日
の
火
曜
・
木
曜
日　

午
後
１

時　

分
Ỗ
４
時　

分　

全　

回

⚓⚐

⚓⚐

⚑⚒

対　

象　
　

歳
以
下
の
方

⚓⚔

定　

員　
　

人
⚑⚕

怯
１
日
で
学
べ
る
再
就
職
活
動

の
テ
ク
ニ
ỽ
ク

と　

き　

４
月　

日
ớ
水
Ờ　

⚑⚔

午
後
１
時
Ỗ
５
時

対　

象　
　

歳
Ỗ　

歳
の
方

⚓⚐

⚕⚔

定　

員　
　

人
⚕⚐

内　

容　

就
職
活
動
で
の
課

題
・
問
題
点
の
整
理
ỏ
自
己
分

析
ỏ
応
募
書
類
の
書
き
方
ỏ
面

接
の
受
け
方
ほ
か

怯
再
就
職
活
動
の
い
ろ
は
セ
ミ

ナ
ồ　

自
身
の
経
験
・
ス
キ
ル

を
生
か
そ
う

と　

き　

４
月　

日
ớ
水
Ờ　

⚒⚑

午
後
１
時　

分
Ỗ
４
時　

分

⚓⚐

⚓⚐

対　

象　
　

歳
以
上
の
方

⚕⚕

定　

員　
　

人
⚕⚐

 
と
こ
ろ　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ồ
多
摩
ớ
国
分
寺
市
南
町
３
們

　

們　

Ờ

⚒⚒

⚑⚐

申
込
み　

問
合
せ
先
へ
ớ
先
着

順
Ờ

問
合
せ　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ồ
多
摩
緯　

ớ
３
２
９
Ờ
４
５

⚐⚔⚒

２
４

們
們
共　

通
們
們

が
切
れ
る
前
に
食
べ
切
る
よ
う

に
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

▽
か
ら
す
の
視
覚
は
非
常
に
優

れ
て
い
ま
す

　

ど
う
し
て
も
生
ご
み
が
出
る

場
合
は
ỏ
紙
な
ど
で
包
む
ỏ
防

鳥
ネ
ỽ
ト
を
使
う
な
ど
の
対
策

を
し
ま
し
Ỷ
う
Ố
防
鳥
ネ
ỽ
ト

を
利
用
す
る
際
は
ỏ
透
き
間
が

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
Ố

透
き
間
が
で
き
て
し
ま
う
と
ỏ

か
ら
す
が
つ
つ
く
原
因
に
な

り
ỏ
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
Ố

※
防
鳥
ネ
ỽ
ト
の
貸
し
出
し

は
ỏ
ご
み
減
量
対
策
課
ớ
市
役

所
４
階
Ờỏ
東
部
・
西
部
出
張
所

で
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課
緯

　

ớ
３
４
６
Ờ
９
５
３
５

⚐⚔⚒怯
や
さ
し
さ
が　

走
る
こ
の
街

　

こ
の
道
路

　

次
の
４
点
を
重
点
に
ỏ
安
全

運
動
を
進
め
ま
す
Ố

▽
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ồ
ト
ベ

ル
ト
と
チ
Ỿ
イ
ル
ド
シ
ồ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
ỏ
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
ỏ
宗
教
ỏ
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
緯　

ớ
３
４

⚐⚔⚒

６
Ờ
９
５
０
５

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

自
転
車
の
交
通
ル
ồ
ル
違
反

に
よ
る
重
大
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
Ố
一
時
停
止
や
左
右
の
安

全
確
認
な
ど
ỏ
交
通
ル
ồ
ル
を

守
り
ま
し
Ỷ
う
Ố

　

ま
た
ỏ
夜
間
外
出
の
と
き

は
ỏ
反
射
材
や
明
る
い
色
の
服

装
を
心
が
け
ま
し
Ỷ
う
Ố

問
合
せ　

小
平
警
察
署
交
通
課

緯　

ớ
３
４
３
Ờ
０
１
１
０
ỏ

⚐⚔⚒
交
通
対
策
課
緯　

ớ
３
４
６
Ờ

⚐⚔⚒

９
８
２
７

 　

毎
年
ỏ
国
民
の
百
人
に
１
人

が
交
通
事
故
で
亡
く
な
ỳ
た

り
ỏ
け
が
を
し
て
い
ま
す
Ố

　

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
は
ỏ
皆
さ
ん
が
交
通
ル
ồ

ル
・
マ
ナ
ồ
を
守
り
ỏ
注
意
し

て
行
動
す
る
こ
と
で
ỏ
交
通
事

⚔
月　

日
は

⚑⚐

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目

指

す

日

故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ỏ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
Ố

問
合
せ　

小
平
警
察
署
交
通
課

緯　

ớ
３
４
３
Ờ
０
１
１
０

⚐⚔⚒

  　

４
月
の
年
度
初
め
は
ỏ
新
入

社
員
や
転
勤
な
ど
転
入
者
が
多

い
時
期
で
す
Ố
消
火
器
な
ど
の

消
防
用
設
備
の
場
所
や
使
い

方
ỏ
ど
の
よ
う
に
避
難
し
た
ら

よ
い
か
な
ど
ỏ
新
し
い
環
境
で

は
災
害
時
に
戸
惑
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
Ố

　

４
月
の
こ
の
時
期
に
ỏ
新
入

社
員
な
ど
へ
防
災
教
育
を
行
う

と
と
も
に
ỏ
事
業
所
と
し
て
の

自
衛
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し

Ỷ
う
Ố

　

ま
た
ỏ
引
ỳ
越
し
も
多
い
時

期
な
の
で
ỏ
新
し
い
土
地
に
ま

新
入
社
員
ỏ
転
勤
者
に

自
衛
消
防
訓
練
を

だ
慣
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
Ố
災
害
時
の
避
難
場
所
ỏ

非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
確
認
や

家
具
類
の
転
倒
落
下
防
止
も
あ

わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
Ố

　

地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
ỏ
防
災
行
動

力
を
高
め
ま
し
Ỷ
う
Ố

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

緯　

ớ
３
４
１
Ờ
０
１
１
９

⚐⚔⚒

 　

都
で
は
ỏ
法
人
二
税
・
地
方

法
人
特
別
税
ỏ　

区
内
の
事
業

⚒⚓

所
税
・
固
定
資
産
税
ớ
償
却
資

産
Ờ
に
つ
い
て
ỏ
地
方
税
ポ
ồ

タ
ル
シ
ス
テ
ムớ
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ờ

を
利
用
し
た
ỏ
電
子
申
告
な
ど

の
受
付
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

ま
た
ỏ
電
子
納
税
も
可
能

で
ỏ
対
象
税
目
は
ỏ
法
人
二
税
・

地
方
法
人
特
別
税
ỏ　

区
内
の

⚒⚓

事
業
所
税
で
す
Ố
Ｐ
ａ
ｙ
們
ｅ

ａ
ｓ
ｙ
ớ
ペ
イ
ジ
ồ
Ờ
を
通
じ

地
方
税
版
電
子
申
告

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

ご

利

用

を

て
ỏ
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
ỏ
Ａ
Ｔ
Ｍ
ớ
現
金
自
動
預

け
払
い
機
Ờ
な
ど
か
ら
納
付
で

き
ま
す
Ố

　

詳
し
く
は
ỏ
エ
ル
タ
ỽ
ク
ス

の
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジớhttp://w

w
w
.eltax.jp

Ờ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
ỏお
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
Ố

問
合
せ　

▽
利
用
手
続
き
に
つ

い
て
ộ
サ
ポ
ồ
ト
デ
ス
ク
緯
０

５
７
０
ớ
０
８
１
４
５
９
Ờ

▽
申
告
内
容
や
審
査
ỏ
納
税
に

つ
い
て
ộ
立
川
都
税
事
務
所
法

人
事
業
税
係
・
徴
収
管
理
係
緯

０
４
２
ớ
５
２
３
Ờ
３
１
７
１

 
怯
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未

⚑⚘

⚒⚗

満
の
方

受
付
期
間　

５
月　

日
ớ
月
Ờ

⚑⚐

ま
でớ
必
着
Ờに
ỏ
問
合
せ
先
へ

試
験
日　

５
月　

日
ớ
土
Ờ

⚒⚒

問
合
せ　

自
衛
隊
東
京
地
方
協

力
本
部
・
国
分
寺
募
集
案
内
所

緯　

ớ
３
２
４
Ờ
１
０
１
０

⚐⚔⚒ 自
衛
官
募
集

（イ）の場合…最
近⚓か月間の平
均売上高などの
減少率が前年同
期比⚓％以上の
中小企業者

（ホ）の場合…最近
⚓か月間の平均売
上高などの減少率
が⚒年前同期比
⚓％以上の中小企
業者

助成対象機器および助成金額
予定台数助成金額助成対象機器

⚑⚐⚐台出力⚑キロワット当たり
⚕万円（上限⚑⚐万円）

住宅用太陽光発電シス
テム機器

⚔⚐台⚑機器当たり⚕万円住宅用二酸化炭素冷媒
ヒートポンプ給湯器

⚖⚐台⚑機器当たり⚒万⚕千円住宅用潜熱回収型給湯
器

⚕台⚑機器当たり⚒万⚕千円住宅用太陽熱利用シス
テム機器

⚔台⚑機器当たり⚕万円住宅用燃料電池

⚒⚐台⚑機器当たり⚕万円住宅用ガス発電給湯器

春の全春の全国国
交通安交通安全全
運運 動動

⚔月⚖日（火）〜
　　　⚑⚕日（木）

設置費内訳（太陽光発電システム⚓キロワットの場合）
⚑キロワット当たり
⚖⚑万円約⚑⚘⚓万円設　置　費

⚑キロワット当たり
⚗万円⚒⚑万円国の補助金

内　
　
　

訳

⚑キロワット当たり
⚑⚐万円⚓⚐万円東京都の補助金

⚑キロワット当たり
⚕万円（上限⚑⚐万円）⚑⚐万円市の助成金

害約⚑⚒⚒万円実質負担額

※設置費は、平成⚒⚐年度小平市設置モニターによる平均金
額です。
※設置する規模や方法などによって設置費は大きく違いま
す。

子ど子どもも
手当制手当制度度
子ど子どもも
手当制手当制度度


